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平成２５年 ９月 ６日（金）

郡山市立富田中学校第３学年

文責：３学年主任 園部至哉

湯島天満宮 貴方への伝言

一、いまここで頑張らずに いつ頑張る

一、今日なし得ることに全力を尽くせ

一、学問に近道なし 努力はすべての扉を開く

一、いろいろな困難があっても志を失わず

最後までやり遂げる精神を持て ６組あいさつ運動

一、涙あってこそ 努力あってこそ

栄光という結果が輝く

蒸し暑い日が続いていますが、受験勉強はき

びしきものです。自分に負けずに、気持ちを引き

締めて日々の生活を送りましょう。

月日（曜日） 日程 給食 主な予定 最終下校 整研学習教科

９月 ９日（月）Ｂ５ ○ 部休日 生徒会専門委員会 簡単清掃 １８：３０ 国語 p120 ～ p127

月１２３４５水５ ＡＥＴ来校

卒業アルバム写真撮影（専門委員会）

９月１０日（火）Ｂ６ ○ ＡＥＴ来校 １８：３０ 社会 p104 ～ p117

９月１１日（水）Ｂ６ ○ 放射線教育 １８：３０ 数学 p152 ～ p153

水１２４５放射線教育

９月１２日（木）Ｂ６ ○ ＡＥＴ来校 １８：３０ 理科 p124 ～ p127

９月１３日（金）Ｂ６ ○ 金１２３４５水６ ＡＥＴ来校 １８：３０ 英語 p144 ～ p145

９月１４日（土） － － 国語 p128 ～ 135

９月１５日（日） － － 一週間のまとめ

奉仕作業、お世話になりました。
先日の奉仕作業お世話になりました。

早朝からの作業にも関わらず、多くの保

護者の方々に参加していただけました。

ありがとうございました。日ごろ手が回らな

い高所の窓ふきをしていただきまして大変助

かりました。よりよい環境の中で、教育活動

をさらに充実させていきたいと思います。

野口英世記念奨学金
１．募集奨学生候補数 約１０名

２．奨学内容

１）貸与月額 ２万円

２）貸与期間 高校の正規終業期間

３）返済方法 貸与終了月の翌月から１年

経過した後、１５年以内

＊高校卒業後、上級の学校に進学した場

合などは、願書により猶予できる。

４）利子 無利子

５）他の奨学金の受領と重複しても可

３．提出書類

１）野口英世記念奨学金貸付申請書

２）所得金額等証明書

３）本人の成績証明書

希望がございましたら、学級担任に申し出

てください。

締め切り：１１月２７日（水）

放射線教育
９／１１（水）に講師の方をお迎えして、

放射線が健康に及ぼす影響や食品の安全性に

ついてお話をいただきます。保護者の方も是

非おいでください。

日時：平成２５年９月１１日（水）

１３：５０～１５：２０

場所：富田中学校 体育館

講師：京都大学名誉教授 渡邉 正己先生

＊上履きをご持参ください。

＊節車にご協力ください。

ＰＴＡ

奉仕作業



男子９位 女子１４位

夏休み中多くの生徒のみなさんが朝の練習に参

加していました。３年生は、朝練が終わってから

「これから夏期講習です。」といって走って塾に

向かうなど、受験勉強との両立を本当によくやっ

ていたと思います。この経験は、今後の生活にき

っと生きてくると思います。

暑かった夏休みが終わり、２学期がはじまりました。

２学期は３年生にとってとても大切な時です。まず、１

０月に榎祭があり、僕たちにとって最後の榎祭です。

僕たちのクラスは、昨年一生懸命合唱の練習をしまし

たが、力及ばず１位を逃しました。今年は、その悔しさ

を晴らすため昨年以上に練習し、必ず１位を勝ち取り

たいと思います。そして、最高の思い出にしたいです。

榎祭が終わるといよいよ受験まっしぐらになります。

今までよりいっそう勉強に励んでいきたいです。５組

は、１学期最後の定期テストで成績が下がった人が多

くなってしまいました。今までがんばってきたのにここ

で手を抜いてしまったからです。そこで、一人一人の

意識改革が必要になると思います。みんなが一歩ず

つ前へ進み、次のテストでは満足できる成績がとれる

ようにしたいです。そのために、授業に積極的に参加

することを心がけたいです。２学期は、この２つの点を

重点的にがんばり、クラス一丸となって最高の思い出

をつくり、その仲間たちと受験という壁を乗り越えてい

きたいと思います。

５組委員長 Ｎ．Ｋ

私の２学期の抱負は、夢を実現させるために自分

ができることを精一杯やることです。２学期は、１年を

通して一番長い学期です。だから、この長い期間を利

用して自分の夢に一歩でも近づけるように時間を活用

していきたいと思います。また、２学期には、文化祭や

芋煮会などの楽しいイベントがたくさんあります。どれ

も今年で最後のイベントになるので、悔いの残らない

ようにまた、良い思い出になるようにしっかり楽しみた

いです。中身のある充実した２学期にしたいと思いま

す。 ６組委員長 Ｈ．Ｉ

暗唱の部 Ｍ．Ｋさん

私英語弁論大会に出場して、私はすごく良い経験

をすることができました。私は、暗唱部門では最後と

いう順番で発表しました。前の人の発表を聞いてい

ると、どの人も発表に個性が出ていておもしろかった

です。” Ｉ ｈａ ｔｅ ｍａｎ ｊｕ”というお話を読んだ人が

７人もいましたが、それぞれ違った読み方をしていま

した。周りのレベルが高かったので、自分の出番のと

きとても不安になりました。でも、「自分は自分」と思

うと落ち着くことができ、自分の中では一番の発表を

することができました。本当に良い経験でした。

１区 Ｎ．Ｅ

今年は、キャプテンとして約２ヶ月間チームをひっ

ぱてきて、慣れない役割でしたが、みんなに支えられ

て最後までがんばってこれました。そして、大会では

８位までが入賞でしたが、９位に終わり残念でした。

しかし、全員が力を出し切って走れたことに悔いはあ

りません。このような結果が出せたのは、先生方や

保護者、今まで一緒に練習してきた駅伝部のみんな

の支えがあったからこその結果だと思いました。この

大会で、感謝の気持ちも教わったので、これからい

つも感謝の気持ちを持ち、生活していこうと思いま

す。

創作の部 Ｍ.Kさん

英語弁論大会では、良い経験をさせてもらい

ました。夏休みから発音や表現についての練習

をしました。自分なりにはがんばりましたが、入

賞することはできませんでした。でも、大会では、

ベストをつくすことができ、少し気持ちがよかった

です。それでも入賞できなかったので、自分の練

習が足りなかったと反省と後悔をしています。他

の中学生は、発音と演技が素晴らしく、上には上

がいると改めて感じました。これからは、ここで培

った経験を学習に生かしたいです。指導してくだ

さった先生方、ありがとうございました。

４区 Ｍ．Ｓ

僕はみんなに感謝しなければなりません。夏休み

前から１００人以上の駅伝部員で毎日汗をかいてき

ました。その中で選手に選ばれたのだから、みんな

の分までがんばろうと思って走りました。自己ベスト

は出せませんでしたが、一人抜くことができ、納得し

た走りができました。２区から６区まで全員が一人以

上を抜くことができたので練習の成果を発揮できたと

思います。今後は、駅伝の練習のように、コツコツ努

力していき、本番の入試で力を発揮できるようにして

いきたいです。これからは、他の人たちの役に立てる

ようにサポートや応援をしていきたいです。



【創作英作文】

What I can do for peace
Tomita J. H. S. M．K

What can I do for peace? I can talk to my friends, family and people around me so we can understand

each other. I can get along with them. I think the important thing is talking to them.

I have wanted to think about peace since I learned about what happened in Hiroshima and Nagasaki. I

was an elementary school student then. It was very shocking for me to see many pictures and videos of the

war. It’ s still shocking. Without the war, there would have never been such a tragedy. I felt so sad and

wondered how people can be in a good relationship with each other.

Last summer I visited Nagasaki with other students from Koriyama. A peace memorial was held there. I

prayed for peace. Then I went to the Nagasaki Atomic Bomb Museum. The most shocking picture was the

burned skin of a boy. When I saw it, I couldn’ t say anything or see any more. I found myself getting sad

and angry. I hate war. I have never understood war. But I also felt that war is not so close to me. I honestly

felt like wars are mere historical events. I couldn’ t figure out what I could do to help. When I attended

the peace forum, there were many students from other prefectures. We discussed peace. I just said, “ Wars

can never happen again. Peace is to live life every day without any problems. ” I still felt that I just said

general things, but I was surprised to hear other students’ opinions. “ I’ ll talk to other people to solve

problems.”“We can change criticism into suggestion.” When I talked about peace, I couldn’t imagine

anything like that. Talking to people is really easy! It’ s easy, but it also creates peace. I can do it. We

made a declaration. “What we can do for peace is to talk to people to solve problems and get along with

other people. Through discussion we can change criticism into suggestion. We will do it for peace.”

What I can do for peace is really close to me and easy to do. Now I’ ll try to talk to my classmates at

school. I’ ll try to talk to my family more. I believe it will create peace. Why don’ t you talk to people

around you for peace?


